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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　旨
　近年、日本人女性の乳癌罹患率は20人に1人といわれている。しかし、今は早期発見で治らない病気では
ない。当院でも乳癌早期発見のため平成17年より位相コントラストを用いたコニカミノルタ社製のデジタ
ルマンモグラフィ装置を使用している。この装置は微小石灰化や腫瘤に対して優れた検出能を有するが、
他装置同様に高濃度乳腺内の腫瘤は描出困難な場合がある。しかし、デジタルマンモグラフィの最大の利
点である画像処理によって乳腺の中からX線内収差の小さい腫瘤を見つけ出すことができるのではないか
考える。
　　　　　　　　　はじめに
　マンモグラフィ検査が有効なのは比較的乳腺の少
なく脂肪が混ざった乳房であり、乳腺密度の高い乳
房は不向きといわれている。高濃度乳腺内に腫瘤病
変がある場合は触診で確認されていてもマンモグラ
ム上で確認できないこともある。
　そこで、より容易に乳腺内から腫瘤を発見できな
いか、画像処理のパラメータを変化させ、視知覚的
な変化を検討したので報告する。
　尚、今回は高濃度側のHybrid－Equalization処理
（以下冊処理）とHybrid－Frequency処理（以下HF
処理）パラメータについて検討した。
　　　　　　　　　調査方法
　乳腺内に腫瘤病変が確認されている臨床症例を選
出しパラメータを変化させて試料画像を作成した。
試料の作成は
　HE処理値：0．40．50．60．70．8
　HF処理値　0．30．50．60．70．8
を一つずつ組み合わせて25パターン作成した。
　尚、メーカー推奨パラメータの値はHE値0．5
HF値0．3である。
　その試料画像を外科医師3名、マンモグラフィ担
当技師4名で視知覚的に評価した。評価の際は線維
状陰影、石灰化陰影、腫瘤陰影を評価対象として、
各陰影の鮮鋭度、粒状性、コントラストの画質属性
について5点満点で採点した。
　得られた評価値を元に階層的ファジィ積分法を用
いて総合評価値を算出した。
　　　　　　　総合評価値の算出法
　階層的ファジィ積分法とは主観的視覚評価法の一
つで、人の認知や判断の過程で生じる曖昧さを加味
して評価値を得る手法で計算式は以下の通りである。
C＝∫H（Xi）dm（Xi）　　（1≦i≦n）
　＝H（Xn）・m（X1，　X　2…・，Xn－1，　Xn）
　＋［H（Xn．1）．H（Xn）］・m（X1，　X　2…，Xn．1）
　十’●●’”。
　＋［H（X1）．H（X2）］・m（X1）
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H（Xi）：各評価項目の評価値
ただしH（Xr1）≦H（Xn．1）≦・…　≦H（X　2）≦H
（X1）
m（Xi）：ファジィ測度（重要度）
この積分を表1に示す各階層において行い、総合評
価値を得る。
　今回の評価において用いたファジィ測度を下記に
示す。
m（X1，2）＝0．50　m（X1，3）＝0．65　m（X2，3）＝0．98
1n（Xla，b）二〇．61m（Xla，c）＝0．92m（Xlb，c）＝0．62
1n（X3a，b）＝0．60m（X3a，c）＝0．891n（X3b，c）＝0．64
表1　階層的ファジィ積分の階層構造
HF処理
　4．0
埋3’5
罵・・
2．5
2．O
0．4　　　　0．5　　　　0．6　　　　0．7　　　　0．8
→一繊維三戸
＋石灰化鴎
＋腫瘤陰景
→←総合評佃
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HE処理
　4．0
埋a5
罵・。
2．5
2．0
結　　果
0．4　　　　0．5　　　　0．6
　　　　　HE値
→一繊維状陰影
＋石灰化陰影
＋腫瘤陰影
→←総合評価
図2　各項目の評価値（HE値0、5固定）
　腫瘤と繊維状陰影の評価値がわずかに上昇。それ
によって総合評価値も若干の上昇がみられるがほと
んど変化なし。
HF処理（医師・技師別）
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図1　各項目の評価値（HF値0．3固定）
　高濃度側のHE処理を強めていくと繊維・腫瘤陰影
の評価が下がったので総合評価も低下した。
図3　各項目の評価値（HE値0．5固定）医師・技師別
　外科医師はどの評価値にも変化がみられず、総合
評価値も変わらない。放射線技師はHF処理を強める
と石灰化陰影の評価値が下がったが、腫瘤と線維状
陰影の評価値が上昇。
　　　　　　　　　考　　察
HE処理
　推奨値0．5から0．4に弱めると全体の脂肪濃度と共
に乳腺内にある脂肪濃度が若干上昇してコントラス
トが改善し、腫瘤陰影の評価が上昇した。他2つの
項目も同様にして評価が上がったので総合評価も上
昇した。
HF処理
　推奨値0．3から徐々に強めると周波数の高い乳腺
組織内が強調され腫瘤・線維状陰影の鮮鋭度・コン
トラストが高くなり評価が上昇した。しかし処理を
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0．8まで強めると粒状性の悪化が目立ち、評価が下が
る。また、SIF系と比べると違和感のある画像になり、
医師の評価は上がらなかった。
　　　　　　　　　まとめ
　パラメータをHE値0．4　HF値0。7にすると腫瘤陰
影の評価が一番高く、総合評価においても一番高か
った。しかし、医師の評価では推奨値との明らかな
差がなかったことと、高濃度乳腺内腫瘤以外の部分
の検討がまだされてないということでパラメータの
変更には至っていない。
　今後、更に田処理のパラメータタイプなども含め
て検討していく必要がある。
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